
 

東広島市教育委員会臨時会（令和６年８月） 

 

１ 日時 令和６年８月６日（火）午後１時３０分から 

 

２ 場所 東広島市役所本館３階 ３０３会議室 

 

３ 議題 

（１） 議案事項 

議案第１３号 令和７年度使用中学校教科用図書の採択について ----------------------- １   

 

 

 



東広島市教育委員会臨時会 

 

令和６年８月 

（１）議案事項 

 

議案第１３号 令和７年度使用中学校教科用図書の採択について（指導課） 

 



議案第１３号 

 

令和７年度使用中学校教科用図書の採択について 

 

令和７年度に東広島市立中学校で使用する教科用図書の採択について、次のとお

り提案する。 

 

令和６年８月６日提出 

 

                   東広島市教育委員会 

教育長  市  場  一  也 

 

１ 提案理由 

  令和７年度に東広島市立中学校で使用する教科用図書について、中学校教科用

図書採択に係る選定委員会からの報告を受け、教育委員会において採択を行うも

のである。 

 

２ 根拠法令 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号） 

第２１条 教育委員会は、当該地方公共団体が処理する教育に関する事務で、次

に掲げるものを管理し、及び執行する。 

 (1)～(5) －略－ 

 (6) 教科書その他の教材の取扱いに関すること。 

 (7)～(19) －略－ 

 

東広島市教育委員会教育長事務委任規則（平成２０年東広島市教育委員会規則

第２号） 

第１条 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（－略－）第２５条第１項の

規定に基づき、東広島市教育委員会（－略－）の権限に属する事務のうち、法

第２５条第２項各号に規定するもののほか、次の各号に掲げるものを除き、教
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育長に委任する。 

(1)～(6) －略－ 

 (7) 教科用図書の採択に関すること。 

(8)～(14) －略－ 
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令和７年度使用中学校教科用図書採択に係る選定理由書  

 

種目  国語  第１：東京書籍  第２：光村図書  

理 
 

由 

対象となった４社の図書はいずれも、生徒が、知識・技能を確実

に習得し、国語ならではの「見方・考え方」を働かせながら探究的

に学ぶことができるよう、各単元等の学習目標や学習活動の流れを

明確に示している。また、古典を含めた様々な教材が、適切な構成・

配列・分量で掲載されている。さらに、これらの内容の表現・表記

にあたってユニバーサル・デザインに配慮するとともに、二次元コ

ードを多く掲載し、生徒が主体的に学ぶことができるよう創意工夫

されている。  

とりわけ、第１、第２図書は、各単元の学習活動の手順を示した

「手引き」等において、学習の見通しと振り返りがより明確に位置

付けられており、生徒が国語の「見方・考え方」を働かせながら探

究的に学べるよう配慮されている。また、読書活動についても、お

すすめの本の紹介に加えて、読書会といった活動や識者のコラムを

掲載する等、生徒が主体的に読書活動に向かうよう工夫されてい

る。そこで全体的にみて第１、第２図書を選択した。  

 第１図書は、話し合い等を扱う単元において、発揮される言葉の

力が明記されるとともに、テーマの例、想定される意見の例等が豊

富に掲載されており、生徒の言語活動の充実に資するよう工夫され

ている。  

 第２図書は、国語の学習内容と他教科との関連を、冒頭の一覧表

で示し、教科横断的な学習が充実するよう工夫されている。  

 両者を比較すると、第１図書の方が、各教材の冒頭において、吹

き出しでわかりやすく課題を示し、教材の末尾の振り返りで自分の

言葉でまとめさせる等、生徒の単元に対する興味・関心を高め、主

体的・対話的で深い学びを促す点で優位である。  

 

 

 

-3-



 

 

 

種目  書写  第１：光村図書  第２：  東京書籍  

理 
 

由 

対象となった４社の図書はいずれも、書く時の姿勢や筆記具の持

ち方について写真等を用いて示す、文字の楷書や行書の書き方につ

いて朱墨の文字を用いて点画が分かるよう示す、手本ごとに二次元

コードを掲載し運筆の動画が視聴できるようにするなど、視覚的に

捉えやすくし、生徒が主体的に学習に取り組むことができるよう工

夫されている。また、色遣いをはじめとしたユニバーサル・デザイ

ンに配慮した表現・表記となっている。さらに、書初めをはじめと

した伝統や文化に関する学習活動や、書写で学んだことを普段の生

活で活用するような学習活動が設定されていることも、４社に共通

している。  

とりわけ、第１、第２図書は、行書に調和する仮名の特徴が理解

できるよう、仮名の形を図形で囲むことで分かりやすく示す等、他

の２社に比べて、行書を学ぶ意義を生徒に気付かせる工夫がある。

そこで全体的にみて第１、第２図書を選択した。  

 第１図書は、巻頭の「別冊書写ブック」を取り外して硬筆の学習

に活用することができ、知識や技能の定着に関する工夫がある。  

 第２図書は、生活の中の文字を書く場面を細かく具体的に設定し

て示し、書写で学んだことを普段の生活の中で活用するよう工夫し

ている。  

 両者を比較すると、第１図書の方が、巻頭に「中学書写スタート

ブック」を配置し、書写の基礎・基本を分かりやすく示しながら、

学習の進め方やタブレットの活用の仕方について掲載しており、生

徒の書写に対する興味・関心を高め、主体的・対話的で深い学びを

促す点で優位である。  
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種目  社会（地理的分野）  第１：東京書籍  第２：帝国書院  

理 
 

由 

 対象となった４社の図書は、いずれも社会科の「見方・考え方」

を働かせながら探究的に学ぶための工夫として、学習したことを振

り返り、まとめる活動が設定されている。また、１単位時間は見開

き２ページとし、すべての見開きページに学習した内容を復習する

項目があり、知識及び技能の定着を図り、理解を深める工夫をして

いる。  

とりわけ、第１、第２図書は、単元のまとめの活動で、具体的な

「見方・考え方」を明示したり、「見方・考え方」を働かせる探究

活動を設定したりしている。そこで全体的にみて第１、第２図書を

選択した。  

 第１図書は、「チェック」と「トライ」という見出しがあり、学

習した内容を振り返るだけでなく、学習内容を活用して考察した

り、表現したりする活動があり、基礎的・基本的な内容を確実に定

着させるための工夫がされている。また、「スキルアップ」や「も

っと知りたい」など補足説明もある。まとめを行う活動では、自ら

の考えを整理したり、表現したりすることができるように小集団で

活動するコーナーや、「見方・考え方」を働かせて探究課題に答え

る活動があるなど、作業的・体験的な学習が豊富に掲載されている。 

 第２図書は、各章のはじめにその章で働かせる「見方・考え方」

にマークを付けて提示している。また、基礎的・基本的な技能を身

に付けるために、「技能をみがく」というコーナーがあり、確実に

知識及び技能を定着させようとする工夫がされている。  

 両者を比較すると、第１図書の方が、学習内容を活用して考察し

たり、表現したりする作業的・体験的な学習課題がより工夫されて

おり、確実な知識及び技能の習得だけでなく、思考力、判断力、表

現力等を育成するための手立てが施されている点で優位である。  
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種目  社会（歴史的分野）  第１：東京書籍  第２：帝国書院  

理 
 

由 

 対象となった９社の図書は、いずれも１単位時間の学習課題とし

て「どのような」、「なぜ」等の問いかけを記載し、その時間の到達

すべき目標を分かりやすく明示する工夫がされている。また、各単

元の導入についても、絵図や年表等を用いてこれから学習する単元

の興味・関心を高めるような工夫がされている。  

とりわけ、第１、第２図書は、単元末のまとめにおける活動で、

基礎的・基本的な知識の定着を確認する課題やその時代の特色を文

章で表現するだけでなく、探究課題の解決に向けて、様々なツール

を活用しながら学びを深めていくような工夫をしている。そこで、

全体的にみて第１、第２図書を選択した。  

 第１図書は、単元構成において三段階の問いを設定することで、

無理なく課題解決に向けた学習を進めることが可能で、様々な思考

ツールを活用し学びを深める活動や話合い等対話的な活動も設定

している。また、毎時間デジタルコンテンツを掲載しているので、

学校や家庭での多様な学びに対応することも可能である。  

 第２図書は、単元構成において学習の見通しと振り返りがしやす

く、学習した内容と現在の社会とのつながりが考えられるよう工夫

されている。また、文化史のページを絵画や写真資料を用いて４ペ

ージで示すとともに、各時代の様子を示した想像図を大判で入れて

おり、導入の学習活動を行いやすくなるよう工夫されている。  

 両者を比較すると、第１図書の方が、課題解決的な単元構成にお

ける問いが充実している点と、主体的、対話的で深い学びを実現さ

せるための多様な活動が設定されているという点で優位である。  
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種目  社会（公民分野）  第１：東京書籍  第２：帝国書院  

理 
 

由 

対象となった６社の図書は、いずれも１単位時間を見開き２ペー

ジとし、追究する知識及び技能の習得を図る工夫がされている。ま

た、節末・章末などに文章表現等を用い、単元を貫く問いをまとめ

る活動が設定されている。さらに、公民としての基礎的教養を培う

ために、現代社会を捉える見方や考え方も示している。  

とりわけ、第１、第２図書は、節末・章末のまとめの活動で、学

習者が対話を通して学習内容を深める課題解決的な活動を設定し

たり、探究的な学習につなげたりして、対話を通じて学びを深めて

いくような工夫をしている。そこで全体的にみて第１、第２図書を

選択した。  

 第１図書は、興味・関心を喚起する導入資料、何について学習す

るのかが分かる「学習課題」、学習内容を整理し、自分の言葉でま

とめる「チェック」、「トライ」で構成されており、知識の確実な定

着を図る工夫がされている。また、教科・分野関連マークを配置し、

他教科や他分野との関連や既習事項との関連が図られている。さら

に、小単元ごとに「探究のステップ」を設定し、それらを章末で整

理・分析することで、項目のねらいの達成や、主体的に取り組むこ

とのできる学習活動を設定するなどの工夫が見られる。  

 第２図書は、全てのページに小単元を貫く問いが明示されている

など、単元全体を意識した授業が構成しやすい工夫がされている。

また、挿絵・写真や図表等の資料や生徒が主体的に取り組むための

作業的・体験的な学習も豊富である。さらに、各章末に思考ツール

を活用したり、話し合い活動等を設定したりした「学習を振り返ろ

う」を設けるなどの工夫が見られる。  

 両者を比較すると、第１図書の方が、課題解決的な学習活動や生

徒が主体的に学習に取り組む活動が豊富に設定されているという

点で優位である。  
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種目  地図 第１：帝国書院 第２：東京書籍 

理 
 

由 

対象となった２社の図書は、基礎的・基本的な学習内容の定着を

図るための工夫、「見方・考え方」を働かせながら探究的に学ぶた

めの工夫がされているとともに、問題解決的な学習を展開するため

の工夫や他分野での学習や現代の諸課題に関連する学習にも活用

できるよう工夫されている。また、いずれも特別支援教育に係る配

慮やユニバーサルデザインの取組がされている。  

第１図書は、全編を通して地形が捉えやすいように、等高段彩表

現に陰影表現を合わせた立体感のある地図表現になっている。ま

た、世界地図に、同緯度・同縮尺の日本地図が掲載されており、日

本との比較ができるよう工夫されている。さらに、地図読解のため

の統計資料や図版資料等に加え、二次元コードを掲載し、学習を深

める動画へのリンクや地域別資料等のコンテンツが閲覧できると

ともに、地図活用等の地図読解の着眼点の掲載もある。  

 第２図書は、資料活用コーナーを新設し、地図の活用や学習を深

めるためのヒントとなる問いが掲載されている。また、地理的分野

以外の学習でも活用できるよう、主題図のタイトル横に歴史的分

野、公民的分野との関連を示すアイコンが付けられている。さらに、

関連する資料の参照ページを示す「ジャンプ」を設け、複数の資料

を関連させて見ることができるよう工夫されている。  

両者を比較すると、第１図書の方が、日本の基本図・拡大図・都

市圏図・都市図に各地の伝統的工芸品や、世界文化遺産が掲載され

ており、伝統や文化に関する学習に役立つ。また、世界、日本の資

料は地域の特色が偏らずに理解できるよう、多角的に地図・資料が

選定されていることから、授業の実態に応じた幅広い学習に対応で

きる点で優位である。  
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種目  数学  第１：東京書籍  第２：教育出版  

理 
 

由 

 対象となった７社の図書は、学習指導要領の趣旨をふまえ内容に

偏りなく適切に取り扱っている。また、どの図書も基礎的・基本的

な知識や技能の習得をめざして例題や問題を構成し、他学年の関連

内容等も丁寧に配置している。身の回りの事象をきっかけに学習を

展開するなど、生徒の興味・関心を高める工夫とともに、主体的な

学びにつなげるための多様な工夫や課題の精選がされている。協働

的な学習を意識した課題、探究的な学びの提案等、学習を深める工

夫も見られた。デジタルコンテンツも利用しやすい工夫が見られ、

学びの支援に大いに役立つものになっている。  

 第１図書は、基礎的・基本的な知識や技能の習得のための丁寧な

手立てとともに、日常生活や他教科、社会や今日的課題（防災・安

全、環境、多様性の尊重、伝統・文化の尊重等）との関連を図り、

学習内容や考え方を多方面で活用できるよう工夫している。また、

すべての領域においてデジタルコンテンツを備え、動画やシミュレ

ーション等による視覚支援、フラッシュ演算での反復練習、難易度

の高い問題等、幅広く充実している。加えて、個別最適な学びへの

対応、さらには多様な困難さを抱える生徒への支援等、ユニバーサ

ルデザインの学びにも活用が期待される。  

 第２図書は、第１図書と同様、社会とのつながりを意識し、協働

的な活動を多く仕組むことで、学びの連続性を意識した構成になっ

ている。また、対話的な場面を多く設定し、疑問をもちながら深い

学びへと向かっていく学ぶサイクルが定着する工夫がされている。 

両者を比較すると、第１図書の方が、他教科や社会（今日的課題）

とのつながり、デジタルコンテンツを含めた内容の充実の点で優位

である。  
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種目  理科  第１：  啓林館  第２：東京書籍  

理 
 

由 

対象となった５社の図書は、内容の配列・分量、内容の表現・表

記に違いはあるが、構成について次のような工夫がされている。  

知識及び技能の習得については、単元末に学習の整理や問題が設

けられていたり、実験に係る基本操作の説明が設けられていたりす

るなどの工夫が見られる。思考力、判断力、表現力等の育成につい

ては、「見方・考え方」を働かせながら探究的に学ぶための工夫が

見られる。主体的に学習に取り組む工夫では、学習内容に対する興

味・関心を高める工夫や、単元のはじめに学習を通して解決する課

題を提示することで、探究的な学習を展開することができるような

工夫が見られる。内容の構成・配列・分量では、伝統文化や科学の

歴史についての内容を取り入れたり、教科横断的な学習の充実に関

する内容を掲載したりする工夫が見られる。内容の表現・表記では、

有効な写真や模式図、動画の二次元コードがある。また、中学生の

会話のイラストがあり、生徒にとって親しみやすい表現の工夫が見

られる。  

とりわけ、第１、第２の図書は、生徒が理解しやすいように、資

料や動画の内容・分量ともバランスよく精選し示されており、主体

的に学習が進められるよう工夫がされている。また、伝統や文化に

関する内容や教科横断的な学習に関する内容も充実している。そこ

で全体的にみて第１、第２の図書を選択した。  

 第１図書は、巻頭部分で探究の過程を図とイラストを用いて示す

とともに、各章の最初に身近な事象を課題として設定し、学習後に

再度振り返る工夫がされている。また、単元末には、学んだ学習内

容を活用し新たな課題に取り組めるような工夫がされている。  

第２図書は、巻頭部分で探究の流れを図とイラストを用いて示す

とともに、各章の最初と最後に課題が提示されており、学習前後の

変化を比較させる工夫がされている。  

 両者を比較すると、第１図書の方が、生徒が探究的な学習を進め

ていくために、探究の過程を生徒自身が書き込むシートを領域ごと

に掲載しており、探究の流れをつかみやすくするような工夫をされ

ている点で優位である。  
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種目  音楽（一般）  第１：教育芸術社  第２：教育出版  

理 
 

由 

 対象となった２社の図書は、生徒の興味・関心を引き出し、知識

及び技能を定着させるとともに、思考力、判断力、表現力等を育成

するため、それぞれに多様な学習ができるように工夫されている。 

 第１図書は、「音楽的な見方・考え方」を働かせる際の視点とな

る、「音楽を形づくっている要素」を分かりやすく提示するなど、

知識の定着を図り理解を深めるための工夫が見られるほか、創作に

おいては生徒個々が容易に創作を行い、クラス全体でも共有が可能

なツールが用意されるなど、主体的かつ協働的に学習に取り組む工

夫がされている。また、「生活や社会の中の音や音楽」が全学年で

掲載されており、ＳＤＧｓに触れることも含めて生活や社会におけ

る音や音楽の働き、音楽文化についての関心や理解を深めていくた

め、内容の取扱い等に工夫が見られる。 

 第２図書では、鑑賞において、各楽曲がどの時代に作られたが明

確に示されているほか、音楽を形作っている要素について図で分か

りやすく説明しているなど、基礎的な知識や技能の定着を図る工夫

がされている。また、他者と協働しながら表現を工夫したり、音楽

や演奏の良さや価値を考えたりする学習を展開するために、キャラ

クターの吹き出しで具体的な活動内容を示すほか、調べたり考えた

りしたことを整理するページを掲載するなど、思考力、判断力、表

現力等の育成を図る工夫が見られる。 

 音楽科の目標である、「音楽的な見方・考え方」を働かせた学習

活動を通じて、生活や社会の中にある音や音楽、音楽文化と豊かに

関わる資質・能力を育成する点においては、第１図書の方が生徒と

教師が学習の視点を共有しながら授業を展開しやすく、また生活や

社会の中の音や音楽との関わりを学びやすい工夫がされている。さ

らに、第１図書には、二次元コードによる効果的なデジタルコンテ

ンツが用意されており、生徒が個別に学習を深めたり、他者と協働

して課題解決に取り組んだりするなど、主体的で多様な音楽の学習

活動を展開できる可能性が感じられる。これらの点で、第１図書の

方が優位である。 

 

 

-11-



 

 

 

種目  音楽（器楽合奏）  第１：教育出版  第２：教育芸術社  

理 
 

由 

対象となった２社の図書は、知識や技能を確実に定着させるため
に、写真やイラストを多く使い、理解しやすい工夫がされている。
また、問題解決的な学習についても、プロの奏者のコメントを掲載
することで興味・関心を高めたり、友だちとの意見交流やアンサン
ブルなどの多様な活動を設定したりするなどの工夫がなされてい
る。 
 第１図書は、各楽器の構造・種類・奏法・構え方・運指などが的
確に提示されている。また「表現の仕方を調べてみよう」、「吹く楽
器の仲間たち」、「弾く楽器の仲間たち」において、楽器を比較しな
がら、演奏や楽器の構造や音色などについて探究的に学習すること
ができるよう工夫がされている。さらに、リコーダーなどの楽器演
奏では、生徒の興味・関心を引き出す身近で演奏しやすい楽曲を数
多く取り扱っている。楽器を「吹く楽器」、「弾く楽器」、「打楽器」
のまとまりで示し、我が国や諸外国の楽器や音楽文化を比較しなが
ら理解できるような工夫も見られる。 
 第２図書は、掲載されている楽器の基本的な奏法について、二次
元コードによるデジタルコンテンツで確認することができる。ま
た、探究的な学びとして曲に対する自分の考えをもち、意見交流を
して表現や鑑賞の学習を深めるための、「学びのコンパス」が掲載
されている。さらに、親しみや実感をもって主体的に音楽に接する
ことができるよう、和楽器の演奏において唱歌や口三味線を歌う活
動が示されている。演奏では楽譜を提示するだけではなく、創作の
ページを「Ｍｙ Ｍｅｌｏｄｙ」として提示し、発展的な学習の場
を設定している。  

 主体的・対話的で深い学びの実現を図ることや、そのために「音
楽的な見方・考え方」を働かせ、他者と協働しながら、思考・判断・
表現する一連の過程を大切にした学習の充実を図ることが求めら
れる中、第１図書は生徒に身近な楽曲も含め、より多く楽曲を扱う
ことで生徒の主体性を引き出し、多様な活動を行うことが可能であ
ると考える。また、合奏のみならず、演奏や楽器の構造や音色、我
が国や諸外国の楽器や音楽文化などについて、「音楽的な見方・考
え方」を働かせながら整理したり、交流して共有したりする場がよ
り多く設定されており、他者と協働しながら、思考、判断、表現す
る学習を充実することが期待できる。さらに、ギターのコード表に
運指が写真で掲載されるなど、表現・表記がより演奏法を理解しや
すいものとなっており、知識や技能の定着が図りやすい。これらの
点で、第１図書の方が優位である。  
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種目  美術  第１：光村図書  第２：日本文教出版  

理 
 

由 

 対象となった３社の図書は、観点１（知識及び技能の習得）にお

いては、どれも学習目標に関連する基礎的な技法を示すなどの工夫

がされている。また、観点２（思考力、判断力、表現力等の育成）

においては､発想・構想、鑑賞の場面における言語活動の示し方に

工夫がされている。観点３（主体的に学習に取り組む工夫）におい

ては、学習指導要領にある育成すべき「資質・能力」の３つの柱に

対応した目標を題材ごとに示すなどの工夫がされ、主体的な活動を

実現するためのデジタルコンテンツも充実している。表現及び鑑賞

への興味・関心を高めるため、生活や社会の中の美術の働きを示す

具体例も示されている。  

とりわけ、第１、第２図書は、観点５（内容の表現・表記）にお

いて、原寸での表し方や質感のある用紙の使用等、本物に近い感覚

で鑑賞できる工夫をしている。そこで全体的にみて、第 1、第２図

書を選択した。  

 第１図書は、題材の初めに表現につながる鑑賞作品を掲載し、「表

現」と「鑑賞」の相互の関係を意識し、一つの題材の中で一体的に

学べる構成になっている。また、さまざまな表現技法や材料の使い

方が掲載された別冊資料を用意し、生徒が「資料」を活用しながら、

主体的に制作を進めていくための工夫をしている。  

 第２図書は、題材ごとに「鑑賞への入り口」と「造形的な視点」

を示し、造形的な「見方・考え方」を働かせながら探究的に学ぶた

めの工夫がされている。また、巻末に資料ページを設定し、生きて

働く知識及び技能の習得が図れる構成になっている。  

 両者を比較すると、第１図書の方が、生徒が主体的に考え、学び

たくなる工夫がより見られる点で優位である。  
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種目  保健体育  第１：大修館  第２：東京書籍  

理 
 

由 

対象となった４社の図書は、授業内に本時の学習を振り返らせる

場面や、各章末に振り返り問題を設定するなど、知識及び技能を習

得させたり、カラー写真や挿絵を効果的に取り入れて興味・関心を

もたせたりする工夫がされている。また、主体的に学習に取り組む

工夫として、ウェブサイトやデジタルコンテンツを活用して学びを

深める活動を取り入れるなど工夫がされている。  

とりわけ、第１、第２図書は、配当時間と構成における工夫はも

とより、主体的・対話的で深い学びの実現しやすさ、知識及び技能

の習得のしやすさ等の工夫も見られる。そこで全体的にみて、第１、

第２図書を選択した。  

 第１図書は、全ての内容項目を１見開き１単位時間の構成とし、

学習指導要領に示されている体育理論９項目、保健分野４８項目で

配列を工夫している。また、イラストや資料によって気付きや思考

を促し、主体的・対話的で深い学びへの深化を図る工夫をしている。

さらに、各章の章末において知識及び技能を習得させるため多様な

設問が掲載されている。  

 第２図書は、資料やキーワードに関する動画を多く掲載してお

り、発見した課題を解決するために興味・関心を引き出し、主体的

に課題解決に取り組む学習の進め方の工夫がされている。  

両者を比較すると、第１図書の方が、効果的な課題提示をしてお

り、生徒にとって課題が発見しやすい工夫がされている点で優位で

ある。  
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種目  技術・家庭（技術分野） 第１：東京書籍  第２：開隆堂  

理 
 

由 

 対象となった３社の図書は、「技術の見方・考え方」を働かせ、

ものづくりなどの実践的・体験的な活動を通して、より良い生活や

持続可能な社会を構築する資質・能力を育成するための様々な学習

内容を取り入れている。また、各所に二次元コードを配置して学習

内容に沿ったデジタルコンテンツが視聴できるようになっている。 

とりわけ、第１、第２図書は、全体的にみて内容の構成・表示の

面等において工夫が充実していることから選択した。  

第１図書は、章末に重要語句の一覧と基礎問題を掲載し、学習の

振り返りを行うことで基礎・基本の定着が図られるよう工夫されて

いる。また、問題解決学習を進めるにあたり、イラストの吹き出し

を用いて思考するためのヒントが掲載されていたり、思考ツールを

紹介し、考えを整理する方法が示されていたりするなど、主体的に

取り組める工夫がなされている。加えてＰＤＣＡサイクルの考え方

を実習に取り入れ、主体的・協働的に取り組めるよう工夫されてい

る。 

 第２図書は、章末に基礎問題を掲載し、学習を振り返り、基礎・

基本の定着が図られるよう工夫されている。また、ガイダンスで問

題解決のための手順を示し、その手順に沿って各章の内容が記述さ

れており、問題の発見から課題解決までを主体的に考え、実践でき

るよう工夫されている。 

 両者を比較すると、第１図書の方が、思考ツールやＰＤＣＡサイ

クルの活用など、より主体的・協働的な活動の充実を図っている点

で優位である。  
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種目  技術・家庭（家庭分野） 第１：東京書籍  第２：開隆堂  

理 
 

由 

 対象となった３社の図書は、家庭生活に関する基礎的・基本的な

知識や技能を確実に習得させるために、写真やイラストを多く用い

て生徒の興味や関心を高めている。作業工程などがイメージしやす

いように、二次元コードにより動画や写真を用いた課題への取り組

み方が掲載されており、主体的に学習に取り組む上での工夫が見ら

れる。また、「生活の営みに係る見方・考え方」を働かせながら探

究的に学ぶ工夫もされている。  

とりわけ、第１、第２図書は、全体的にみて主体的な学びにつな

がる工夫が充実していることから選択した。  

 第１図書は、五大栄養素と６つの食品群の関連を折り込みページ

で示し、関連を分かりやすくするための工夫がされている。また、

各編の導入は、見開きで構成され、資料性の高い写真やイラスト等

を用いて生徒の興味・関心を高め、見方・考え方の例が示されてい

る。さらに動画やシミュレーション、図鑑などのデジタルコンテン

ツが豊富で、まつり縫いやスナップ付けでは、右利き・左利きの両

方のコンテンツがあるなどの多様な生徒の実態について配慮され

ている。  

 第２図書は、調理実習例のページに「調理方法Ｑ＆Ａ」として、

調理のポイントがまとめられている等、知識及び技能の定着を図

り、理解を深めるための工夫が見られる。  

両者を比較すると、第１図書の方が、家庭科の学習を生活の自立

に必要な基礎的・基本的な知識・技能の習得につなげる視点でまと

めている点で優位である。  
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種目  英語  第１：三省堂  第２：東京書籍  

理 
 

由 

 対象となった６社の図書は、生徒に興味・関心をもたせる内容

で構成されており、絵・写真を豊富に用いて親しみやすい表現・

表記となっている。また、生徒が主体的に学習に取り組むことが

できるよう、学習の到達目標が具体的に示されている。多くのペ

ージに二次元コードが設置されており、生徒が繰り返しアクセス

することで、学習内容の理解や定着を図ることが可能となってい

る。知識を活用して思考力、判断力、表現力等を身に付けながら

技能を高める言語活動も多様に設定されている。  

とりわけ、第１、第２図書は、生徒が身近に感じたり考えたり

することができる内容が豊富である。各単元の初めに単元のゴー

ルにつながる表現や写真・イラストが掲載されており、生徒にと

ってゴールがイメージしやすい。４技能５領域を統合した活動や

教科横断的な学習につながる内容もある。そこで全体的にみて、

第１、第２図書を選択した。  

 第１図書は、基本的に見開き構成とし、その時間に学習する内

容が一目で分かる工夫がある。また、１つの単元が実生活に基づ

いたストーリーで展開されており、生徒と同世代の人物の目線で

考えることができるよう工夫されている。さらに、単元の目標を

達成するため、言語活動を通して、段階的に学び、考え、表現す

るよう構成されている。ほとんどのページに二次元コードが設置

されており、生徒が各自の課題に応じて主体的に学習に取り組め

るようなコンテンツも準備されている。  

 第２図書は、目次に単元の活動目標が具体的に示されており、

学習の展望をもちやすくする工夫がある。単元のまとめの言語活

動において、生徒が学習の到達度を自己評価しながらスモールス

テップで取り組み、４技能５領域を統合的に活用できるよう内容

及び構成が工夫されている。さらに、二次元コードにより音声や

映像をもとに興味・関心を引き出す工夫が多様にある。帯活動用

に即興で伝え合う活動を支援する資料や語順カードの掲載など文

構造の理解を体験的に学ぶ工夫もある。  

 両者を比較すると、第１図書の方が、デジタルコンテンツを含

め、主体的な学習や多様な言語活動に対応するための内容を多く

設定している点で優位である。  
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種目  道徳  第１：東京書籍  第２：光村図書  

理 
 

由 

対象となった７社の図書は、中学校学習指導要領「特別の教科道

徳」の目標に基づいて内容や構成が考えられている。道徳科の学習

において、「深く考える」「対話にもとづいた議論」を実現するた

めに、生徒にとって身近なものにするための視点に基づいて教材を

選定し、異なる立場からの意見を取り上げたり、新聞の意見投書文

を活用した教材を掲載したりするなどの工夫が見られる。また、コ

ラムが多数掲載されており、単元に関する興味・関心を高めながら、

多様な展開も期待できる。さらに、「いじめ問題」をはじめ、現代

的課題に向き合うための複数の教材が設けられ、対話しながら身の

まわりの当たり前を問うことができる。  

とりわけ、第１、第２図書は、５つの観点で吟味すると、発問の

種類や数、問題解決的な学習の展開となるものや自分の考えを深め

たり、広げたりするための工夫が見られる。こうした調査結果を踏

まえて、考え議論する道徳、多様な見方へと発展させ自分の生き方

について深く考える道徳の実現の面から、第１、第２図書を選択し

た。 

第１図書は、物事を多面的・多角的に考えられることを促すため

に、文章ではなく漫画やイラストを主たる資料とした教材やストー

リーに関連する写真が豊富である。また、各学年の巻末には、話し

合い活動を円滑にするための「心情円」が設けてある。さらに、各

教材には、人間としての生き方を深く考えるための問いが設定して

ある。  

第２図書は、各教材に、内容項目について考える場面の他に、別

の立場や視点から考えることができる問いが設定してある。また、

生徒同士で様々な立場の意見を交流する場面や学んだことと日常生

活などをつなげ、考えをさらに深めるための問いが設定してある。  

両者を比較すると、第１図書の方が、道徳科での考える方法（学

び方）は様々であることを提示し、考えるときの手段が分かりやす

くまとめられており、道徳科の学習の理解をより深められるような

工夫がされている。また、多面的・多角的に考えられるように、文

章ではなく漫画やイラストを主たる資料としたさまざまな形の教材

や理解を補足する資料が多数、設けられている。これらの点で、第

１図書の方が優位である。  
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① 令和７年度に中学校で使用する教科用図書の見本本展示会場で提出された意見 

 

展示期間及び場所 

日  時 
場  所 

閲覧時間 

５月３１日（金）～６月７日（金） 

東広島市志和出張所 会議室 

（９：００～１７：００） 

東広島市立福富図書館 展示コーナー 

（１０：００～１８：００） 

東広島市高屋東地域センター 玄関ロビー 

（１０：００～１７：００） 

６月１４日（金）～６月２１日（金） 

東広島市河内こども図書館 展示コーナー 

（１０：００～１８：００） 

東広島市立安芸津図書館 展示コーナー 

（１０：００～１８：００） 

東広島市立中央図書館 展示コーナー 

（１０：００～１８：００） 

東広島市立黒瀬図書館 展示コーナー 

（１０：００～１８：００） 

※ 一部の図書については、発行者からの見本本提供冊数に限りがあったため、展示でき

なかった展示場所もある。 

 

意見をいただいた方の合計人数 １６名 

〇 教育関係者 １名 

意   見 

全 般 

 

道 徳 

 

 

 

 

国 語 

・表紙の絵はとても大事。心惹かれる絵を厳選すべきだ。 

 

・教育出版は、表紙も好印象でさわやか。内容も押しつけがましくなく、考え 

させてくれる。 

・光村図書は、センスがよい。読み物として耐えられる教材を選んでいる。 

・日本教科書は、表紙が残念。 

 

・どの教科書もよく選んでいる。 

・好みかもしれないが、今流行り（売れ筋）の文学ではなく、古典に近い文学 

をぜひ教科書にこそ残してほしい。 
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〇 一般 １５名 

意   見 

全 般 ・新学習指導要領や社会の変化などが、大きく教科書に反映されていることが 

全体を通して分かった。 

・現在の様々な問題について、特定の教科のみならず、いろいろな側面から総 

合して、シティズンシップを育成していく必要があるなと感じた。それでも、

授業をつくるのは教科書ではなく教師であり、教科書に全てを一任するので

はなく、それを使って教師や子供のウェルビーイングをいかに向上させてい

くかを考えていかなければならないと、市民としても思った。 

全 般 ・自分が子供の時に使っていた教科書のことを考えると、ベースは似ているが、 

少しずつ変化していることを改めて体験できた。学習指導要領における「問

い」や「見方・考え方」の強調による教科書記述の変化、保健や家庭科にお

ける「性」や「家族」の扱いの変化は興味深かった。 

・どの教科書が東広島市で採択されるかは分からないが、教師（や保護者、子 

供など）が教科書をどこまで読み解けるかが鍵になりそうだ。教科書の文面

や図表をただ読むだけでなく、なぜその記述なのか、なぜこの図なのか、な

ぜＡを教えるのにＢという題材なのかといった教科書の意図まで考えるこ

とのできる教師を研修などで育ててほしい。 

全 般 ・ＱＲコードがあるものとないものがあるが、あると、教科書以外の資料にも 

目を通すことになり、学習時間が増えて子供たちの負担が大きくならないの

か心配である。先生方もある程度事前にチェックもいるだろうから、教示準

備の時間が増え、残業や家での仕事が増え、先生方の負担も増えるのではと

思う。そうでなくても、人員不足が深刻な状況なので、なおさら気になる。

ゆとりのある教育が実現されるといいなと思う。 

全 般 ・久しぶりに教科書見本を見た。どの教科書もカラフルでＱＲコードが付いて 

いるものもあり、驚いた。ＱＲコードの中身までは点検できていないと思っ

た。先生方も教えるのが大変だなと思った。 

・令和書籍の教科書を見たかったが、置かれていなかったので、東広島市では 

選ばれることはないのかなと思った。 

・現場の先生方の意見を取り入れ、現在の平和憲法を守り、絶対に戦争をしな 

い子供たちを育む教科書を選んでいただきたいと思う。 

全 般 ・教科書がとてもカラフル、写真が多い、ふりがなが付けてあることにびっく 

りした。 

・大きいのはよいが、重い。 

・出版社による違いもあり、今の子供たちの教科書を初めてじっくり見た。何 

が採択されるのか、興味がある。 

・令和書籍の教科書を見てみたかった。 
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全 般 ・自由社と令和書籍の教科書が展示されていない。全ての教科書を展示してほ 

しい。展示されない教科書があるのであれば、その旨が掲示されるとよい。 

・土日の開催及び意見箱の設置は、継続してほしい。 

社 会 

（歴史） 

 

全 般 

・新しく令和書籍から発行された歴史の教科書が見られず、残念だった。東広 

島市では、見本においてある書籍から採択されるのか。 

 

・全て、カラフルな色遣いで昔のものと比較して、読みやすく思った。 

・ふりがなが付いているのに驚いた。 

社 会 

（歴史） 

 

・育鵬社には、黒塗り教科書がない。原爆の資料があまりない。 

・教育出版社には、黒塗り教科書がある。原爆展資料がある。戦時中、戦後の 

史実が詳しく掲載されている。 

・令和教科書は論外。 

社 会 

（歴史） 

 

 

 

全 般 

・東広島市は外国にルーツをもつ子供が多いが、全体的に展示されていたも 

のは、外国との関係性を描写する記述や資料も増えていたと思う。 

・広島への原爆投下も放射線の影響や外国人被爆者の損じも記されるように 

なってきており、時代的文脈を感じる。 

 

・様々な教科を実践する教師が、いかにそれぞれの状況に合わせて授業をつ 

くれるのか、多様な課題に対応しうるものをお選びいただけたらと思う。 

社 会 

（公民） 

・育鵬社については、全体的に説明の仕方が偏っている気がした。例えば、第 

２章「私たちの生活と政治―日本国憲法の基本原則―」では、大日本帝国憲

法と日本国憲法を比べて、大日本帝国憲法の方が優れている、価値があると

印象付ける書き方となっている。天皇についての写真も、説明も、必要以上

に多いと感じた。平和主義では、９条と自衛隊について、「防衛のために自

衛隊が必要」との誘導、「そのため、９条への疑問がある」と思わせる書き

方に違和感がある。防衛項目では、政府の説明を鵜呑みにした説明の仕方に

偏りを感じた。 

・東京書籍は、人権に重点を置いた説明でよいと思った。平和主義の意義と日 

本の役割の項では、９条についても最初にきっちりと説明してあること、沖

縄の住民が基地負担に困っていること、２０１５年の集団的自衛権を超えた

意見もあるという安全法制の説明にも公平さを保つものだと感じた。被爆国

日本の役割もきっちり書かれていて、国民として安心できるものだった。 

全 般 ・啓林館の教科書が前回より見やすくなっていると思った。 

英 語 ・水原一平氏についての掲載箇所は、差し替えになるのだろうか。 
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社 会 

 

 

 

技 術 

・家 庭 

・歴史、公民に関しては、女性差別の視点が男女平等でごまかされてしまう。

もっと身近なところに根付いている性差別についての視点が欲しい。編集者

に女性が少ないこともあるのだろうか。 

 

・家庭科、技術に関しては、両性の視点で取り扱われている。 

 

全 般 

 

 

 

 

社 会 

・現在起きつつある社会の変化から中学校の教科書にその動きが捉えられて

いるか見てみようと思った。編集者の割合が圧倒的に男性の方が多く、こ

れでは未来を見据えた教育内容を作り上げていくことにはまずならないと

思う。「過去を見ていく教育」のようである。 

 

・女性の問題、女性の差別への扱いは、社会問題の根底に横たわる基盤の問題

でそのことが人口減少、都市消滅、田舎からの若い女性の減少などへとつな

がっていることが、見抜けないといけないと思う。未来への危機感が伝わら

ず、文字の羅列のみがＳＮＳのように見える感じのする教科書が多い。 

社 会 

（歴史） 

・日本文教出版、育鵬社の教科書は、第二次世界大戦の反省が足りず、採用

を強く反対する。 

 

 

② 団体から出された要望 

○ 教科書問題を考える市民ネットワーク・ひろしま 

 ・日本国憲法や子どもの権利条約等の精神の尊重及び基本的人権、平和主義、民主主義、

多文化共生を重視した教科書を採択すること 

 ・教育委員会会議録及び選定委員会会議録での発言者名を記載すること 

 ・選定委員会での意思形成終了後速やかに「観点・視点・方法」を公表すること 

 ・教科書採択後遅滞なく「採択結果」「採択理由」をＨＰで公表すること 

 

○ 教科書問題を考える市民ネットワーク・東広島 

 ・日本国憲法や子どもの権利条約等の精神の尊重及び基本的人権、平和主義、民主主義、

多文化共生を重視した教科書を採択すること 

 ・教育委員会会議録及び選定委員会会議録での発言者名を記載すること 

 ・選定委員会での意思形成終了後速やかに「観点・視点・方法」を公表すること 

 ・教科書採択後遅滞なく「採択結果」「採択理由」をＨＰで公表すること 
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令和７年度使用中学校教科用図書調査研究について 

 

観   点 視   点 

知識及び技能の習得 ○知識及び技能の定着を図り、理解を深めるための工夫 

思考力、判断力、表現力等の

育成 

○教科の「見方・考え方」を働かせながら探究的に学ぶ 

ための工夫 

主体的に学習に取り組む工夫 
○単元に対する興味・関心を高めるための工夫 

○問題解決的な学習を展開するための工夫 

内容の構成・配列・分量 

○伝統や文化についての教育の充実に関する内容の構成・

配列・分量 

○教科横断的な学習の充実に関する内容の構成・配列・分量 

内容の表現・表記 
○有効な挿し絵・地図・図表などの資料等 

○生徒にとって親しみやすい表現・表記 
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